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新潟県農業共済組合広報紙

締切り
令和５年3月10日㈮
当日消印有効

●に入る言葉は何？

応募方法
はがき、ＦＡＸ、ｅ-mailに「NOSAIクイズ
２月号」と明記のうえ  ①クイズの答え　
②郵便番号　③住所　④氏名（ふりがな）
⑤年齢　⑥電話番号　⑦ＮＯＳＡＩや広報紙
へのご意見、ご要望などを記入のうえ、
どしどしご応募ください。

応募先
●〒９５０-０３２７　
　新潟市江南区和田字下通６３５番地１
　ＮＯＳＡＩ新潟　クイズ係まで
●ＦＡＸ 025-385-7755
●ｅ-mail  kikaku＠nosai-niigata.or.jp

N O S A I  クイズ

正解者の中から抽選で20名様に
1,000円分のクオカードをプレ
ゼントします。

●②公衆に開放すること。

中魚沼NOSAIセンター　〒948-0041  十日町市北新田169番地1　TEL025-752-2264　FAX025-750-1178

本　　所　〒950-0327  新潟市江南区和田字下通635番地1　TEL025-288-6888　FAX025-385-7755

新潟支所　〒950-0327  新潟市江南区和田字下通635番地1　TEL025-282-9292　FAX025-280-4378
下越支所　〒959-2415  新発田市住田544番地　　　　　　　TEL0254-33-3901　FAX0254-33-3293

佐渡支所　〒952-1209  佐渡市千種266番地　　　　　　　  TEL0259-63-4121　FAX0259-63-4786
中越支所　〒940-0032  長岡市干場2丁目4番6号　　　　　  TEL0258-36-8022　FAX0258-34-8020
魚沼支所　〒946-0076  魚沼市井口新田547番地12　　　　  TEL025-792-7077　FAX025-792-7799

上越支所　〒943-0824  上越市北城町四丁目４番11号　　　 TEL025-525-1130　FAX025-523-9333

新潟県農業共済組合

ホームページ NOSAI新潟

糸魚川NOSAIセンター　〒941-0069  糸魚川市南寺島一丁目6番34号　TEL025-552-1690　FAX025-553-0430

下の①②のそれぞれが意味する言葉は、同じ発音の言葉です。
●に入る言葉は何でしょう。

クイズの答え 「●●●●」

10月号のこたえ「ハッコウ」　応募数/359名　正解数/350名  ※当選者は発送をもって発表にかえさせていただきます。
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●①海上を船で渡ってゆくこと。

表
紙
の
紹
介

　
表
紙
の
写
真
は
、
新
潟
市
角
田
浜
で
ネ
ギ
1.5
　
、
ス
イ
カ
1.5
　
、
水
稲

１
　
、
春
菊
60
ａ
を
栽
培
す
る
大
滝
　
哲
さ
ん（
35
）で
す
。

　
取
材
の
日
は
、
春
菊
を
栽
培
す
る
ハ
ウ
ス
で
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
大
滝
さ
ん
は
25
歳
の
時
に
家
業
の
農
業
を
継
ぎ
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
規

模
を
拡
大
し
、
現
在
は
両
親
と

哲
さ
ん
夫
婦
４
人
で
農
業
に
汗

を
流
し
ま
す
。

　「
目
標
は
１
人
1
，0
0
0
万

円
の
収
入
を
確
保
す
る
こ
と
で

す
。
家
族
力
を
合
わ
せ
、
無
理

せ
ず
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で

す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

ha

みんなで読もう農業共済新聞
　NOSAIでは、営農とくらしのヒントを
お届けする「農業共済新聞」を毎週発行
しています。
　購読の申し込みは、お近くのNOSAIまで。

購
読
料
金
5
，5
2
0
円（
1
年
間
）

送
料
・
税
込
み

ha

ha



　「
栽
培
を
始
め
た
の
は
ネ
ギ
が
大
好

物
だ
か
ら
で
す
」
と
笑
顔
で
話
す
の
は
、

上
越
市
下
百
々
「
ほ
ー
り
ー
ふ
ぁ
ー
む
」

代
表
の
堀
口
さ
ん
。
平
成
24
年
に
上
越

市
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
、
耕
作
放
棄
地
を
解

消
し
よ
う
と
野
菜
の
栽
培
を
始
め
ま
し

た
。

　
最
初
は
ネ
ギ
栽
培
か
ら
始
め
、
現
在

は
露
地
約
１
　
と
ハ
ウ
ス
で
一
年
を
通

じ
約
７
種
類
の
野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。

甘みが強く、辛みや刺激臭が少ないのが特徴の「リーキ」

リーキをふんだんに使ったピザ

（取材協力） 上越市下門前2292
　　　　　 TRATTORIA LA PENTOLACCIA
　　　　　 http：//www.quals.jp

堀口さんとシェフの横井さん

明日へむかって

土づくりで病気に強い作物を

　
堀
口
さ
ん
が
野
菜
栽
培
で
妥
協
し
な

い
の
は
土
づ
く
り
で
す
。「
人
が
野
菜

を
育
て
る
の
で
は
な
く
、
土
が
野
菜
を

育
て
る
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
耕
地

の
土
壌
分
析
結
果
を
ふ
ま
え
、
施
肥
の

タ
イ
ミ
ン
グ
や
量
の
調
整
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
保
水
性
と
排
水
性
の
両
方
を
兼
ね
備

え
た
団
粒
構
造
の
土
づ
く
り
を
行
う
こ

と
で
、
作
物
の
光
合
成
能
力
を
高
め
た

り
、
通
気
性
を
良
く
し
て
作
物
が
病
気

に
な
り
に
く
い
環
境
を
整
え
て
い
ま

す
。
理
論
的
な
栽
培
管
理
方
法
を
実
践

す
る
こ
と
で
、
食
味
が
良
い
の
は
も
ち

ろ
ん
、
栄
養
価
も
高
い
農
産
物
の
栽
培

に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

　　
地
元
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
依
頼
さ
れ
て

栽
培
を
始
め
た
の
が
『
リ
ー
キ
』
で
す
。

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
栽
培
さ
れ
る
ネ
ギ
で

甘
味
が
強
く
、
辛
み
や
ネ
ギ
特
有
の
刺

激
臭
が
少
な
い
た
め
食
べ
や
す
い
の
が

特
徴
で
す
。
ポ
ト
フ
に
す
る
と
お
い
し

い
で
す
よ
」
と
話
す
堀
口
さ
ん
。

　
販
売
先
の
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン

『TRATTO
RIA LA PEN

TO
LACCIA

』

は
、
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
食
材
調
達

を
心
が
け
て
お
り
、
シ
ェ
フ
の
横
井
さ

ん
は
「
堀
口
さ
ん
の
リ
ー
キ
は
甘
味
が

あ
り
、
お
客
様
に
も
好
評
で
す
。
太
い

の
で
切
っ
た
も
の
を
加
熱
し
て
も
型
崩

れ
せ
ず
、
見
栄
え
も
良
い
の
で
魚
と
の

炊
き
合
わ
せ
や
ピ
ザ
、
ス
ー
プ
に
使
用

し
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
新
た
な
試
み
と
し
て
、
ヨ
ガ
と
農
業

を
組
み
合
わ
せ
た
農
業
体
験
活
動
な
ど

を
実
施
し
た
り
、
自
農
園
の
ト
マ
ト
を

利
用
し
た
離
乳
食
を
開
発
す
る
な
ど
堀

口
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
は
尽
き
ま
せ
ん
。
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ネ
ギ
好
き
が
高
じ
て

土
づ
く
り
に
取
り
組
む

販
売
先
に
も
好
評
な
味

新
た
な
取
り
組
み

ha

上越市下百々
「ほーりーふぁーむ」

しもどうどう

のり お

堀　口　典　幹さん（36）代　表

ト
ラ
ッ
ト
リ
ア
　
ラ
　
ぺ
ン
ト
ラ
ッ
チ
ャ



火
事
の

ニ
ュ
ー
ス
が

最
近
多
い
ね
！

火
災
以
外
に
も

対
象
に
な
る
事
故
が

あ
る
ん
だ
ね

我
が
家
は
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

「
火
災
共
済
」に

入
っ
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
！

そ
ん
な
あ
な
た
に
は

「
総
合
共
済
」を

オ
ス
ス
メ
い
た
し
ま
す
！

＼

恐
い
わ
ぁ

／

火 災 落 雷
建物外部からの
物体の衝突等

盗難によって
生じたき損等

対象となる
共済事故は…

火災や落雷事故に備えるには!
安い掛金で、充実した補償の「火災共済」

雪害や風水害など、頻発する自然災害も補償！
さらなる安心をプラスした 「総合共済」

対象となる
共済事故は…

現在の加入に

プラス
して！

暖
房
器
具
を

使
う
か
ら

冬
は
火
事
が

心
配
に
な
る
わ
ね

＼

安
心
な
ん
だ
よ

／

自
然
災
害
で
ひ
ど
い

被
害
に
あ
っ
た

お
宅
を
ニ
ュ
ー
ス
で

最
近
よ
く
見
る
わ

た
し
か
に
、

雪
害
や
大
雨
、強
風
を

身
近
に
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
な
ぁ

そ
ろ
そ
ろ

見
直
し
が

必
要
か
な
ぁ
…

自
然
災
害
へ
の

備
え
は

ど
う
す
る
の
？

そのほか、破裂又は爆発、騒じょう等での破壊等、給排水設備に生じた
事故に伴う漏水等による水ぬれなどがお支払いの対象となります。

地震を起因とする火災等の損害や、それにより延焼、又は拡大した損害
は火災共済ではお支払いできません。

そのほか、土砂崩れや地すべり、噴火、津波などがお支払いの
対象となります。なお、地震・噴火・津波は建物では５％以上
家具類では70％以上の損害が発生した場合、共済金額の50％
を限度にお支払いします。

損害額が３０万円以下の場合は、
損害額をそのまま共済金としてお支払いします。
（ただし、地震等事故は除きます。） 

ノーサイ家

水 害 風 害 雪 害 地 震

災害は突然やってきます。
激甚化する自然災害への「備え」として、
総合共済へのご加入を、ぜひご検討ください！

大
切
な
財
産
を
守
る
た
め
に

加
入
し
た
建
物
共
済
な
の
で
、

こ
の
機
会
に

「
総
合
共
済
」
を

検
討
し
て
み
ま
す

我
が
家
も

ス
マ
イ
ル
だ
ね
！ で

、

「

」

の付帯がオススメです。

小さな事故にも安心の特約

小損害実損てん補特約

1

3

45

9

7

6

8

2

「火災共済」で
対象となる事故

手
頃
な
掛
金
で
、

損
害
額
が

30
万
円
以
下
の

小
損
害
事
故
に

備
え
ら
れ
ま
す
！

建物（家具類を含む） １棟の加入額が1,000万円以上のものに限られます。
現在ご加入いただいている共済掛金に、火災共済は860円を、
総合共済は3,070円をプラスしてご加入いただけます。

本所 第2事業部 建物農機具課
清水技師

詳細はお気軽にNOSAIまでお問い合わせください。
＼「

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」ね

／

NOSAIの建物共済「住まいる」には、火災共済と総合共済の２種類があり、
ご自身に必要な補償に合わせて選択することができます！

災害はいつ起こるかわかりません。生活の基盤となる住宅などの建物の補償を
万全にしたい、ノーサイ家の様子を見てみましょう。

の
建 物 共 済

おしえて!

「火災共済」と「総合共済」、私にピッタリなのはどっち？ 

　NOSAI職員をかたる人物から「掛金が未納になっている」、知らない
業者から「NOSAIの建物共済の加入状況を教えてほしい」などの不審な
電話が加入者にかかってきたという事例が報告されています。
　詐欺などの犯罪につながる可能性がありますので、怪しいと感じたら
お近くのNOSAIまでお問合せください。

不審な電話に
ご注意ください!!
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　収
入
保
険
制
度
は
、
青
色
申
告

を
行
っ
て
い
る
農
業
者
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
。

　青
色
申
告
を
行
う
こ
と
で
、
自

ら
の
経
営
状
況
を
客
観
的
に
つ
か

む
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、

収
入
保
険
に
加
入
で
き
税
制
上
の

メ
リ
ッ
ト
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
青
色
申
告

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
全
国
農
業
共
済
組
合
連
合
会
は
こ
の
ほ
ど
、
収
入
保
険
の
加
入
拡
大
に
貢

献
い
た
だ
い
た
柏
崎
市
へ
、
敬
意
を
表
し
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
こ
の
感
謝
状
は
、
農
業
経
営
収
入
保
険
事
業
の
普
及
及
び
加
入
拡
大
等
に

貢
献
し
た
地
方
公
共
団
体
の
首
長
、
関
係
機
関
等
に
対
し
、
収
入
保
険
の
実

施
主
体
で
あ
る
全
国
農
業
共
済
組
合
連
合
会
が
贈
呈
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
柏
崎
市
か
ら
は
、
加
入
促
進
の
た
め
新
規
の
加
入
者
に
対
し
て
、
保
険
料

等
の
２
分
の
１
（
10
万
円
を

限
度
）
を
補
助
し
て
い
た
だ

き
加
入
者
の
増
加
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
12
月
22
日
に
、

同
連
合
会  

髙
橋
博
会
長
に

代
わ
っ
て
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
新

潟
尾
田
組
合
長
が
柏
崎
市
役

所
を
訪
問
し
、
櫻
井
雅
浩
市

長
に
感
謝
状
を
お
渡
し
し
ま

し
た
。

　
柏
崎
市
で
は
、
令
和
５
年

度
、
令
和
６
年
度
も
補
助
事

業
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
青
色
申
告
者
と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
や

そ
の
他
の
親
族
（
15
歳
以
上
）
で
、
専
ら
農
業

に
従
事
し
て
い
る
人
に
給
与
を
支
払
っ
て
い
る

場
合
、
そ
の
給
与
が
適
正
な
も
の
で
あ
れ
ば
全

額
必
要
経
費
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
正
規
の
簿
記
（
一
般
的
に
は
複
式
簿
記
）
の

方
は
、
所
得
金
額
か
ら
55
万
円
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ

に
よ
る
申
告
、
ま
た
は
電
子
保
存
の
場
合
は
65

万
円
）、
簡
易
な
方
式
の
方
は
、
最
高
10
万
円

を
控
除
で
き
ま
す
。

　
事
業
か
ら
生
じ
た
純
損
失
の
金
額
を
、
翌
年

以
降
３
年
間
に
わ
た
っ
て
順
次
各
年
分
の
所
得

金
額
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
前
年
分
の
所
得
税
の
還
付
を
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　収入保険に興味がある、制度内容を聞きた
いなど個々の相談を随時お受けしています。
　 NOSAI新潟のホームペー
ジ「収入保険相談窓口」を
クリック、または右の二次
元コードを読み込んで必要
事項を入力してください。

収
入
保
険 

加
入
者
の 

　
収
入
保
険
に
加
入
し
て
今
年
で
３

年
目
に
な
り
ま
す
。
収
入
保
険
は
、

自
然
災
害
や
病
害
虫
な
ど
に
よ
る
減

収
以
外
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に

対
し
て
補
償
が
得
ら
れ
る
の
で
、
加

入
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

安
心
し
て
農
業
を

続
け
る
た
め
に

水
稲
13
・
4
　
、稲
発
酵
粗
飼
料（
イ
ネ
W
C
S
）

２

　、ニ
ン
ニ
ク
２
ａ
、そ
ば
90
ａ

ha

ha

声

　
特
に
近
年
は
、
市
場
価
格
の
低
下

や
今
ま
で
経
験
し
た
事
の
な
い
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ

る
農
業
経
営
へ
の
影
響
な
ど
心
配
が

尽
き
ま
せ
ん
。

　
収
入
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
で
安

心
し
て
農
業
が
続
け
ら
れ
、
災
害
な

ど
で
困
っ
て
い
る
時
に
助
け
て
も
ら

え
る
の
は
本
当
に
心
強
い
で
す
。

　
令
和
3
年
は
、
水
稲
が
減
収
し
ま

し
た
が
、
収
入
保
険
に
加
入
し
て
い

た
お
か
げ
で
保
険
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
、
経
営
面
で
も
助
か
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
主
力
で
あ
る
稲
作
は

も
ち
ろ
ん
、
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
に
も
力

を
注
ぎ
、
面
積
も
拡
大
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
品
質

の
良
い
物
を
生
産
し
、
消
費
者
に
喜

ば
れ
る
も
の
を
提
供
し
て
い
き
た
い

で
す
。

　
安
心
し
て
農
業
を
続
け
る
た
め
に
、

農
業
者
に
は
収
入
保
険
へ
の
加
入
を

お
す
す
め
し
た
い
で
す
ね
。

税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん

柏
崎
市
へ
収
入
保
険
推
進
拡
大
に
対
す
る

感
謝
状
を
贈
呈

農家が安心して農業を続けられるので助かります

感謝状を受けた櫻井柏崎市長(左)と尾田組合長

佐
渡
市
泉

　

土 

屋

　智 

徳
さ
ん（
45
歳
）

　
制
度
開
始
当
初
か
ら
会
議
や
説
明

会
な
ど
に
出
席
し
て
い
て
、
収
入
保

険
は
保
険
料
が
高
い
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
の
職
員
か
ら
説
明
を
聞
い
て
内

容
を
理
解
す
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
高
い

価
格
変
動
リ
ス
ク
へ
の

不
安
解
消

印
象
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
当
時
は
、
水
稲
共
済
と
野
菜
価
格

安
定
制
度
に
加
入
し
て
い
ま
し
た
が
、

毎
年
収
入
が
変
動
し
て
も
一
定
の
補

償
が
あ
る
こ
と
に
一
番
魅
力
を
感
じ
、

加
入
を
決
め
ま
し
た
。

　
一
昨
年
は
米
の
不
作
と
ネ
ギ
の
価

格
低
下
な
ど
に
よ
り
打
撃
を
受
け
ま

し
た
が
、
ど
れ
く
ら
い
の
補
填
を
受

け
ら
れ
る
の
か
計
算
で
き
た
の
で
、

経
営
の
目
途
を
立
て
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
ネ
ギ
は
各
地
の
情
勢
や
出
荷
時
期

の
影
響
を
強
く
受
け
る
の
で
、
価
格

の
変
動
が
激
し
く
、
以
前
は
借
り
入

れ
を
し
て
資
金
の
工
面
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
大
変
で
し
た
。
そ
の
心
配

が
な
く
な
り
胸
を
な
で
お
ろ
し
て
い

ま
す
。

　
自
分
の
努
力
だ
け
で
は
カ
バ
ー
で

き
な
い
あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
に
対
応
で

き
る
収
入
保
険
は
、
良
い
保
険
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
既

存
の
作
物
栽
培
に
と
ど
ま
ら
ず
に
、

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
作
物
の
栽

培
も
検
討
し
て
い
き
た
い
で
す
。

収入保険は自身の農業経営に適していると感じています

胎
内
市
乙

　

今 

井

　紀 

夫
さ
ん（
46
歳
）

収入保険のご相談は

水
稲
3.7
　
、ネ
ギ
70
ａ
、

ハ
ウ
ス
２
棟
７
ａ（
イ
チ
ゴ
）

ha

青
色
申
告
を
始
め
ま
し
ょ
う

家
族
従
業
員
に
支
払
う
給
与
を

必
要
経
費
に
算
入
で
き
る

01
赤
字
を
翌
年
以
降
３
年
間
の

黒
字
か
ら
控
除
で
き
る

03
所
得
金
額
か
ら
最
高
で
65
万
円

の
特
別
控
除

02
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「みんなのひろば」は各支所での出来
事や、地域の話題、NOSAI部長さん
や組合員さんにスポットをあて、紹介
するコーナーです。

　
見
附
市
で
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を

製
造
・
販
売
し
て
い
るM

ITSU
K
E 

Local Brew
ery

で
は
、
今
年
、
地

元
で
育
て
た
麦
か
ら
ビ
ー
ル
を
作

る
挑
戦
を
し
て
い
ま
す
。

　「
オ
ー
ル
見
附
産
の
ビ
ー
ル
を
作

り
た
い
」
と
目
標
を
話
す
店
長
の

中
嶋
さ
ん
。
醸
造
を
始
め
て
６
年

目
に
な
り
ま
す
が
、
原
材
料
を
す

べ
て
地
元
産
に
し
よ
う
と
す
る
と

費
用
が
か
さ
ん
で
し
ま
う
こ
と
が

大
き
な
課
題
で
す
。
原
料
の
生
産

者
とw

in-w
in

の
関
係
を
作
り
た
い

と
い
う
思
い
で
協
力
者
を
探
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
農
産
物
の
生
産
・
加

工
、
農
作
業
の
受
託
な
ど
を
行
う

合
同
会
社
「
み
つ
け
ら
い
く
」
代
表

の
奥
田
さ
ん
が
麦
を
作
付
す
る
と

知
り
、
共
同
栽
培
を
申
し
出
ま
し

た
。
現
在
、
同
市
明
晶
町
の
圃
場

で
「
小
春
二
条
」
と
「
フ
ァ
イ
バ
ー

ス
ノ
ウ
」
の
2
品
種
、
合
わ
せ
て

約
10
ａ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　「
次
は
ホ
ッ
プ
も
自
分
達
で
作
っ

て
み
た
い
で
す
ね
。
成
否
を
悩
ん

で
な
に
も
や
ら
な
い
よ
り
も
、
ま

ず
や
っ
て
み
る
」
と
笑
顔
を
浮
か

べ
る
中
嶋
さ
ん
。
県
外
か
ら
訪
れ

る
方
に
も
見
附
産
ビ
ー
ル
を
楽
し

ん
で
も
ら
い
、
地
元
を
盛
り
上
げ

る
こ
と
に
も
繋
げ
て
い
け
た
ら
、

と
思
い
を
話
し
ま
す
。

～支所通信～

　『
株
式
会
社
Ｍ
ｔ
．フ
ァ
ー
ム
わ

か
と
ち
』
が
あ
る
若
栃
集
落
は
標

高
約
２
０
０
ｍ
で
自
然
豊
か
な
棚

田
が
一
面
に
広
が
り
、
冬
に
は
３

ｍ
以
上
の
雪
が
積
も
る
豪
雪
地
帯

で
す
。

　
同
社
は
、
地
域
活
性
化
、
地
元

の
農
業
の
後
押
し
、
販
売
促
進
を

す
る
た
め
平
成
28
年
に
地
元
農
家

の
共
同
出
資
で
設
立
さ
れ
、
水
稲

約
８
　
の
他
に
ス
イ
カ
や
カ
リ
フ

表彰状を手にする
細金さんと社員の
みなさん

代
表
取
締
役

　細
　金
　
　 剛
さ
ん

小
千
谷
市
若
栃

　株
式
会
社
M
t
．フ
ァ
ー
ム
わ
か
と
ち

マ
ウ
ン
ト

　中  

嶋
　正  

和
さ
ん
（
51
）

見
附
市
葛
巻

M
IT
SU
K
E Local B

rew
ery
 

ブ
ル
ワ
ー
・
店
長

　「く
る
み
や
」
　店
主

　原  
田
　真  

理
さ
ん
（
48
）

上
越
市
牧
区
倉
下

佐渡
支所

中嶋さん（左）と「みつけらいく」
代表の奥田さん（右）

～支所通信～

ラ
ワ
ー
な
ど
の
野
菜
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。

　
生
産
し
た
農
産
物
は
加
工
販
売

し
た
り
、
平
成
22
年
に
開
業
し
た

築
１
６
０
年
の
古
民
家
を
改
修
し

た
農
家
民
宿
「
お
っ
こ
の
木
」
で

提
供
す
る
料
理
に
も
使
用
し
て
い

ま
す
。
同
施
設
は
、
地
域
住
民
の

交
流
の
場
と
し
て
も
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
受
入

れ
や
、
し
め
縄
工
房
を
設
立
し
体

験
希
望
者
を
受
け
入
れ
、
伝
統
文

化
の
継
承
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
が
評
価
さ

れ
、
令
和
４
年
度
「
豊
か
な
む
ら

づ
く
り
全
国
表
彰
事
業
」
で
農
林

水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　「
高
齢
化
社
会
と
な
り
、
ど
の
よ

う
に
収
益
を
上
げ
て
地
元
を
維
持

し
て
い
く
か
が
課
題
。
若
い
世
代

の
雇
用
を
創
出
し
、
山
間
地
で
も

稼
い
で
い
く
こ
と
が
可
能
だ
と

P
R
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
細

金
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　「
高
品
質
な
モ
ノ
を
作
り
、
お
客

様
に
届
け
喜
ん
で
い
た
だ
く
。
農

業
も
製
造
業
も
ゴ
ー
ル
は
同
じ
で

す
」
と
話
す
山
岡
弘
之
社
長
。
工

業
用
部
品
の
製
造
を
中
心
に
営
む

テ
ク
ノ
サ
ド
株
式
会
社
は
、
平
成

25
年
に
地
元
Ｊ
Ａ
か
ら
業
務
委
託

を
受
け
農
業
事
業
に
進
出
し
ま
し

た
。
現
在
は
水
稲
32
　
、
柿
４
　
、

み
か
ん
60
ａ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
水
稲
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
中
心
の
栽

培
で
、
積
極
的
な
営
業
努
力
に
よ

り
関
東
の
ホ
テ
ル
や
旅
館
を
中
心

に
販
売
を
行
い
、
毎
年
販
路
を
拡

大
し
て
い
ま
す
。

　
柿
は
栽
培
か
ら
加
工
ま
で
自
社

で
一
貫
生
産
を
行
い
、
あ
ん
ぽ
柿
や

干
柿
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
製
造

業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
製
造
す

る
薄
切
り
の
「
あ
ん
ぽ
ス
ラ
イ
ス

柿
」
は
、
程
良
い
甘
さ
と
食
べ
易

さ
で
評
判
の
ヒ
ッ
ト
商
品
で
す
。

　
山
岡
社
長
は
「
製
造
業
の
ミ
ス

は
短
期
間
で
取
り
返
す
こ
と
が
出

来
ま
す
が
、
農
業
の
ミ
ス
を
取
り

返
せ
る
の
は
１
年
後
で
す
。
毎
年

が
真
剣
勝
負
で
す
」
と
力
強
く
語

り
ま
す
。

　
ま
た
、「
農
業
に
取
り
組
む
中
で
、

耕
作
放
棄
地
が
増
え
て
い
る
の
は
、

大
き
な
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
課
題
に
寄
り
添
い
、
解
決

に
取
り
組
む
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の

企
業
の
在
り
方
で
す
。
弊
社
の
取

り
組
み
が
地
域
貢
献
の
一
助
と
な
れ

ば
幸
い
で
す
ね
」
と
意
欲
的
に
話
し

ま
す
。

　「
近
所
で
実
っ
て
落
ち
た
沢
山
の

オ
ニ
グ
ル
ミ
を
見
て
、
こ
れ
を
使
っ

て
何
か
で
き
な
い
か
と
思
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
」
と
話
す
の
は
、
上

越
市
牧
区
で
カ
フ
ェ
を
営
む
原
田

さ
ん
で
す
。
東
京
都
出
身
の
原
田

さ
ん
は
平
成
30
年
か
ら
の
３
年
間
、

牧
区
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
活
動
し
た
後
、
令
和
３
年
９
月
、

同
区
に
『
く
る
み
や
』
を
開
店
し

ま
し
た
。

　
店
内
で
は
、
天
然
の
オ
ニ
グ
ル

ミ
を
使
っ
た
ケ
ー
キ
や
マ
フ
ィ
ン
な

ど
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
オ
ニ
グ
ル
ミ
は
日
本
古
来
の
在

来
種
で
、
一
般
的
な
ク
ル
ミ
と
違
い

殻
が
厚
い
た
め
処
理
し
づ
ら
く
、

ま
た
実
も
小
さ
い
た
め
市
販
さ
れ

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
栄
養
価
が
高
い
こ
と
や

風
味
の
良
さ
か
ら
地
元
の
郷
土
料

理
に
は
欠
か
せ
な
い
食
品
で
す
。

「
ク
ル
ミ
の
処
理
方
法
が
全
く
分
か

ら
な
い
状
態
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し

た
が
、
地
域
の
方
に
一
か
ら
教
え
て

い
た
だ
い
て
現
在
に
至
り
ま
す
。

応
援
し
て
く
だ
さ
る
温
か
さ
が
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
」
と
原
田
さ
ん

は
話
し
ま
す
。

　「
こ
れ
か
ら
は
『
く
る
み
や
』
が

地
域
外
の
方
に
牧
区
を
訪
れ
、
知
っ

て
い
た
だ
く
よ
い
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
原
田
さ

ん
は
地
域
の
活
性
化
に
も
励
み
ま

す
。

上越
支所
「
オ
ニ
グ
ル
ミ
」で
地
域
活
性
化
を
目
指
す

魚沼
支所

豊
か
な
む
ら
づ
く
り
全
国
表
彰
事
業

「
農
林
水
産
大
臣
賞
」を
受
賞

オ
ー
ル
見
附
産
を
目
指
し
て

中越
支所

製
造
業
の
技
術
力
、農
業
へ
活
路

佐
渡
市
真
野
新
町

　テ
ク
ノ
サ
ド
株
式
会
社

『くるみのブラウニー』
クリームには豆乳ヨーグルト

を使っています

味の印象を風景に
たとえた商品名など

店長の遊び心が詰まった
ネーミングのビールたち

「食材はなるべく上越市産、
国産を心がけています」

と原田さん

安全管理には細心の
注意を払っています

「高品質な商品作り
を心掛けています」と
話す山岡社長

ha

ha

ha

営
業
日  

第
２
、第
４
土
曜
日
・
日
曜
日

営
業
時
間  

7
時
30
分
〜
15
時
30
分

ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー  

15
時

見
附
市
葛
巻
1
丁
目
9
‐
4
9

☎
0
2
5
8
（
6
3
）
5
8
7
3

営
業
時
間
18
時
〜
23
時
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阿
賀
野
川

セブンイレブン
●GS

●

55

大湊直売所

安田
I.C

磐越自動車道

←至
新津

早
出
川

　県
道
55
号
線
沿
い
に
あ
る

「
大
湊
直
売
所
」
は
、
店
主
の

大
湊
藤
喜
さ
ん
が
栽
培
し
た

米
や
地
元
産
の
野
菜
、
毎
朝

市
場
で
仕
入
れ
た
農
作
物
や

果
物
の
ほ
か
に
、
手
作
り
コ

ン
ニ
ャ
ク
や
漬
物
な
ど
の
加

工
品
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　特
に
、
大
湊
さ
ん
が
栽
培

す
る
お
米
は
お
い
し
い
と
、

お
客
様
か
ら
も
好
評
で
す
。

　「食
品
ロ
ス
を
出
さ
な
い
た

め
に
、
店
は
年
中
無
休
で
営
業

し
て
い
ま
す
」
と
話
す
大
湊

さ
ん
。
新
鮮
な
も
の
を
よ
り

強風により被覆物に被害を受けた園芸施設

五泉産の野菜や、手作りコンニャクなどの加工品も人気があります

気
ま
ま
に

ド
ラ
イ
ブ

大湊直売所
五  泉  市

住　　 所／五泉市論瀬吉和田5789
電話・FAX／0250-42-0127

低
価
格
で
提
供
す
る
た
め
、

努
力
を
惜
し
み
ま
せ
ん
。

　「開
店
当
時
、
お
客
様
は
近

所
の
方
が
多
か
っ
た
で
す
が
、

こ
こ
数
年
、
口
コ
ミ
な
ど
で

若
い
人
や
遠
方
か
ら
の
お
客

さ
ん
も
増
え
、
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。
季
節
に
よ
っ
て

販
売
す
る
品
物
は
変
わ
っ
て

し
ま
い
ま
す
が
、
五
泉
産
の

野
菜
や
米
を
揃
え
て
い
ま
す
。

と
て
も
お
い
し
い
の
で
多
く

の
方
か
ら
食
べ
て
ほ
し
い
で

す
」
と
話
し
ま
す
。

―
春
の
強
風
被
害
に
備
え
て
加
入
を―
園芸施設
　共済

育
苗
期
間
の
短
期
被
覆
は
掛
金
が
安
い

　
台
風
や
突
風
な
ど
、
園
芸
施
設
は
一

年
を
通
し
て
風
害
の
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。
園
芸
施
設
共
済
で
風
害

に
よ
る
支
払
い
が
最
も
多
い
季
節
は
、

意
外
に
も
春
で
す
。

　
直
近
５
年
間
で
見
る
と
、
平
成
30
年

３
月
に
は
６
１
７
棟
、
令
和
３
年
４
月

に
は
２
４
４
棟
も
の
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。

　
自
助
努
力
で
は
防
ぐ
こ
と
の
で
き
な
い

自
然
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、
園
芸
施

設
共
済
へ
の
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
園
芸
施
設
共
済
は
、
様
々
な
補
償
プ

ラ
ン
を
用
意
し
て
お
り
、
個
々
の
要
望

に
応
じ
て
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
令
和
２
年
の
制
度
改
正
に
よ
り
「
小

損
害
不
填
補
１
万
円
特
約
」
や
「
付
保

割
合
追
加
特
約
」
が
追
加
さ
れ
、
補
償

内
容
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

　
水
稲
育
苗
期
間
の
み
の
短
期
被
覆
で

す
と
掛
金
も
ぐ
ん
と
お
安
く
な
り
ま
す
。

●風害による四半期ごとの平均支払共済金

共済掛金等の試算例

春は風害による
支払いが最も多いシーズン

※支払共済金は、過去5年（平成29年度～令和3年度）の平均支払共済金

※この特約は共済価額が20万円を超えるハウスに付加できます。

※この特約は付保割合８割を選択した場合にのみ付加できます。

※ハウスの大きさや構造等によって、お支払いいただく掛金等の額は変わります。
※園芸施設の設置期間が短期の場合を除き、共済責任期間は未被覆時期を含んだ1年間加入となります。

6,582千円
41％

1,071千円
6％

4,661千円
29％

3,892千円
24％

3 ～ 5月

6～ 8月

9～ 11月

12 ～ 2月

●１万円特約

●付保割合追加特約

損害額が３万円（また共済
価額の５％）を超える場合
に補償

損害額が１万円を超える
場合から補償

標準コース

共済価額の８割を上限に
補償

共済価額の９割または10割
まで補償

標準コース

●間口４間×奥行12間（7.2m×21.6m≒160㎡）
●パイプの太さ  25.4㎜　●建築後10年以上経過　
●被覆経過年数  一般農ビ：２年　耐久農PO：4年 の場合

292,000円
46,240円

59,500円

338,240円

351,500円

270,592円

281,200円

718円

4,266円

2ヶ月

被覆材 被覆
期間

本体
共済価額
①

被覆材
共済価額
②

共済価額計
①+②

共済金額
（補償額）

農家負担
掛金等

農PO
0.15㎜

農ビ
0.1㎜

1年間

被覆期間が短いと
掛金が安いよ！

付保割合追加特約コース

１万円特約コース

〜
補
償
額
を
上
げ
て
も
掛
金
が

　
　
　
　
　

 

変
動
し
な
い
仕
組
み
へ
〜

　
家
畜
共
済
に
は
、
病
傷
事
故
診

療
費
の
1
割
を
自
己
負
担
し
、
9

割
を
共
済
金
と
し
て
給
付
す
る
疾

病
傷
害
共
済
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
疾
病
傷
害
共
済
の

掛
金
は
、
選
択
す
る
補
償
額
（
共

済
金
額
）
で
変
動
し
て
い
ま
し
た

が
、
事
業
収
支
の
安
定
を
図
る
た

め
、
令
和
５
年
度
よ
り
一
定
の
選

択
割
合
以
上
は
、
掛
金
の
変
動
が

あ
り
ま
せ
ん
。（
適
用
さ
れ
る
危
険

段
階
が
高
い
場
合
は
、
補
償
額
の

増
加
に
よ
り
掛
金
が
上
昇
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。）

　
今
ま
で
補
償
額
を
下
げ
て
加
入

し
て
い
た
方
は
、
こ
れ
を
機
に
、

最
高
補
償
額
を
選
択
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
過
去
の
共
済
金
支
払
実

績
で
算
定
し
た
損
害
率
に
よ
り
ラ

ン
ク
（
危
険
段
階
）
を
付
与
し
、

掛
金
率
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
、
ま

た
、
牛
は
2
分
の
1
、
豚
は
5
分

の
2
相
当
の
掛
金
が
国
庫
負
担
と

な
る
点
は
、
従
来
の
仕
組
み
と
同

様
で
す
。

　
詳
し
く
は
各
支
所
の
家
畜
共
済
担

当
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

家
畜
疾
病
傷
害
共
済
の
掛
金
算
定
方
法
が
変
わ
り
ま
す

（
令
和
５
年
４
月
〜
）

〈令和5年3月加入まで〉
最高補償額を選択すると

掛金も増加

〈令和5年4月加入から〉
最高補償額を選択しても

掛金変わらず

掛
金

補
償
額

掛
金

最
高
補
償
額

補
償
額

掛
金

掛
金

最
高
補
償
額
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新潟県農業共済組合広報紙

締切り
令和５年3月10日㈮
当日消印有効

●に入る言葉は何？

応募方法
はがき、ＦＡＸ、ｅ-mailに「NOSAIクイズ
２月号」と明記のうえ  ①クイズの答え　
②郵便番号　③住所　④氏名（ふりがな）
⑤年齢　⑥電話番号　⑦ＮＯＳＡＩや広報紙
へのご意見、ご要望などを記入のうえ、
どしどしご応募ください。

応募先
●〒９５０-０３２７　
　新潟市江南区和田字下通６３５番地１
　ＮＯＳＡＩ新潟　クイズ係まで
●ＦＡＸ 025-385-7755
●ｅ-mail  kikaku＠nosai-niigata.or.jp

N O S A I  クイズ

正解者の中から抽選で20名様に
1,000円分のクオカードをプレ
ゼントします。

●②公衆に開放すること。

中魚沼NOSAIセンター　〒948-0041  十日町市北新田169番地1　TEL025-752-2264　FAX025-750-1178

本　　所　〒950-0327  新潟市江南区和田字下通635番地1　TEL025-288-6888　FAX025-385-7755

新潟支所　〒950-0327  新潟市江南区和田字下通635番地1　TEL025-282-9292　FAX025-280-4378
下越支所　〒959-2415  新発田市住田544番地　　　　　　　TEL0254-33-3901　FAX0254-33-3293

佐渡支所　〒952-1209  佐渡市千種266番地　　　　　　　  TEL0259-63-4121　FAX0259-63-4786
中越支所　〒940-0032  長岡市干場2丁目4番6号　　　　　  TEL0258-36-8022　FAX0258-34-8020
魚沼支所　〒946-0076  魚沼市井口新田547番地12　　　　  TEL025-792-7077　FAX025-792-7799

上越支所　〒943-0824  上越市北城町四丁目４番11号　　　 TEL025-525-1130　FAX025-523-9333

新潟県農業共済組合

ホームページ NOSAI新潟

糸魚川NOSAIセンター　〒941-0069  糸魚川市南寺島一丁目6番34号　TEL025-552-1690　FAX025-553-0430

下の①②のそれぞれが意味する言葉は、同じ発音の言葉です。
●に入る言葉は何でしょう。

クイズの答え 「●●●●」

10月号のこたえ「ハッコウ」　応募数/359名　正解数/350名  ※当選者は発送をもって発表にかえさせていただきます。

NOSAI
I n f o r m a t i o n

NOSAIからの
お・知・ら・せ

おしえて建物共済   P4～5

2023.2
FebruaryNo.10

●①海上を船で渡ってゆくこと。

表
紙
の
紹
介

　
表
紙
の
写
真
は
、
新
潟
市
角
田
浜
で
ネ
ギ
1.5
　
、
ス
イ
カ
1.5
　
、
水
稲

１
　
、
春
菊
60
ａ
を
栽
培
す
る
大
滝
　
哲
さ
ん（
35
）で
す
。

　
取
材
の
日
は
、
春
菊
を
栽
培
す
る
ハ
ウ
ス
で
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
大
滝
さ
ん
は
25
歳
の
時
に
家
業
の
農
業
を
継
ぎ
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
規

模
を
拡
大
し
、
現
在
は
両
親
と

哲
さ
ん
夫
婦
４
人
で
農
業
に
汗

を
流
し
ま
す
。

　「
目
標
は
１
人
1
，0
0
0
万

円
の
収
入
を
確
保
す
る
こ
と
で

す
。
家
族
力
を
合
わ
せ
、
無
理

せ
ず
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で

す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

ha

みんなで読もう農業共済新聞
　NOSAIでは、営農とくらしのヒントを
お届けする「農業共済新聞」を毎週発行
しています。
　購読の申し込みは、お近くのNOSAIまで。

購
読
料
金
5
，5
2
0
円（
1
年
間
）

送
料
・
税
込
み

ha

ha


